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(54)【発明の名称】 電子内視鏡および電子内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】  電子スコープの操作者名および使用履歴の入
力を簡略化する。
【解決手段】  カード読み取りユニット１４０はＬＥＤ
１５２と撮像センサ１５３とカードホルダ１６０を備え
る。カードホルダ１６０にカード１７０を挿入し、読み
取りボタン１６１が押されると読み取りＳＷ１６２がオ
ンし、制御部１４のシステムコントローラへ２次元デー
タシンボル読み取り開始の制御信号が入力される。シス
テムコントローラはＬＥＤ１５２と撮像センサ１５３の
ＣＣＤイメージセンサを駆動する制御信号を出力する。
その結果、カード１７０に形成されたドクター名に対応
した２次元データシンボル１７０Ｃが読み取られ、ドク
ター名が得られる。ドクター名はシステムコントローラ
に接続されたカレンダ付時計から得られる現時点の日時
情報と関連付けてメモリに格納される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  カードに形成された２次元データシンボ
ルを読み取るシンボル読み取り手段と、
前記シンボル読み取り手段により読み取られた情報を蓄
積するデータ蓄積手段と、
前記データ蓄積手段に蓄積された前記情報を外部機器に
転送するデータ転送手段とを備えることを特徴とする電
子内視鏡。
【請求項２】  前記データ蓄積手段は、前記シンボル読
み取り手段により読み取られた情報に、読み取りが実行
される日時の情報を関連付けて蓄積することを特徴とす
る請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】  前記２次元データシンボルは操作者名を
シンボル化したものであることを特徴とする請求項１に
記載の電子内視鏡。
【請求項４】  前記シンボル読み取り手段による読み取
りと前記データ蓄積手段による前記情報の蓄積が実行さ
れる第１の動作モードと、前記データ転送手段により前
記情報が転送される第２の動作モードとを選択する動作
モード選択手段を備えることを特徴とする請求項１に記
載の電子内視鏡。
【請求項５】  カードに記録された所定の情報を読み取
る読み取り手段と、
前記読み取り手段により読み取られた前記所定の情報を
蓄積する情報蓄積手段と、
前記情報蓄積手段に蓄積された前記所定の情報を外部機
器に転送する情報転送手段とを備えることを特徴とする
電子内視鏡。
【請求項６】  電子内視鏡と、
前記電子内視鏡が着脱自在に接続される画像信号処理ユ
ニットと、
前記電子内視鏡に接続されるコンピュータ装置とを備
え、
前記電子内視鏡は、カードに記録された操作者名を読み
取る読み取り手段と、前記読み取り手段により読み取ら
れた前記操作者名に読み取りの日時を付加して使用履歴
として蓄積する使用履歴蓄積手段と、前記使用履歴を前
記コンピュータ装置に転送するデータ転送手段とを有す
ることを特徴とする電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡システ
ムにおいて、電子スコープにより撮影される映像情報と
共に記録されるデータの入力に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、医療現場では電子内視鏡システム
を用いた検査等の医療行為が行なわれている。電子スコ
ープが患者の体内に挿入され、電子スコープの先端に設
けられたＣＣＤ（charge coupled device）等の固体撮
像素子により消化管等の内部が撮影されると、固体撮像

2
素子により得られた画像情報は電子スコープが接続され
ている画像処理プロセッサにおいて所定の画像処理が施
される。画像処理が施された画像情報は画像処理プロセ
ッサに接続されたＴＶモニタに送られ、その画面上に患
者の体内の映像が再現される。
【０００３】ＴＶモニタには固体撮像素子により撮影さ
れた画像と共に、電子スコープの機種名や、電子スコー
プの操作者名すなわちドクター名等の諸情報が表示され
る。これら情報のうち、電子スコープ内に設けられたＥ
ＥＰＲＯＭに格納されているデータは、電子スコープが
画像処理プロセッサに接続されるとＥＥＰＲＯＭから読
み出され、画像処理プロセッサ内の所定のメモリに格納
される。しかしながら、ドクター名は画像処理プロセッ
サに接続されたキーボードから手入力される。
【０００４】また、電子スコープを使用する毎に使用履
歴を記録することも医療機関において一般的に行なわれ
ている。使用履歴を記録しておくことにより電子スコー
プの使用頻度と機材の劣化が関連付けられ、機材管理の
面から有用だからである。このような使用履歴の記録
は、ノートに使用者名や使用日時を手書きで記入した
り、あるいはこれらのデータをコンピュータ装置のキー
ボードから手入力して電子データとして記録するといっ
たことにより行なわれている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところが、ドクター名
をキーボードより入力することは使用者に負担を強いる
ことになり、また、キーボードの操作ミスにより誤った
データが入力される問題がある。電子スコープを使用す
るたびに使用履歴を記録するという作業は煩雑であり、
記録を忘れたり、ドクター名の入力と同様、入力ミスの
問題がある。したがって、手作業により作成された使用
履歴には信頼性に欠ける場合がある。
【０００６】本発明は以上の問題を解決するものであ
り、電子スコープを使用する際のドクター名の入力や使
用履歴の作成において、使用者に負担をかけることのな
い電子内視鏡および電子内視鏡システムを提供する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明に係る電子内視鏡
は、カードに形成された２次元データシンボルを読み取
るシンボル読み取り手段と、シンボル読み取り手段によ
り読み取られた情報を蓄積するデータ蓄積手段と、デー
タ蓄積手段に蓄積された情報を外部機器に転送するデー
タ転送手段とを備えることを特徴とし、２次元データシ
ンボルは、例えば操作者名をシンボル化したものであ
る。
【０００８】好ましくは、データ蓄積手段は、シンボル
読み取り手段により読み取られた情報に、読み取りが実
行される日時の情報を関連付けて蓄積する。
【０００９】好ましくは、シンボル読み取り手段による
読み取りとデータ蓄積手段による情報の蓄積が実行され
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る第１の動作モードと、データ転送手段により情報が転
送される第２の動作モードとを選択する動作モード選択
手段を備える。
【００１０】また、本発明に係る電子内視鏡は、カード
に記録された所定の情報を読み取る読み取り手段と、読
み取り手段により読み取られた所定の情報を蓄積する情
報蓄積手段と、情報蓄積手段に蓄積された所定の情報を
外部機器に転送する情報転送手段とを備えることを特徴
とする。
【００１１】また、本発明に係る電子内視鏡システム
は、電子内視鏡と、電子内視鏡が着脱自在に接続される
画像信号処理ユニットと、電子内視鏡に接続されるコン
ピュータ装置とを備え、電子内視鏡は、カードに記録さ
れた操作者名を読み取る読み取り手段と、読み取り手段
により読み取られた操作者名に読み取りの日時を付加し
て使用履歴として蓄積する使用履歴蓄積手段と、使用履
歴をコンピュータ装置に転送するデータ転送手段とを有
することを特徴とする。
【００１２】本発明によれば、電子内視鏡を使用する操
作者すなわちドクター名の入力は、操作者名が記録され
たカードから読み取ることにより行なわれる。したがっ
て作業が省力化されるとともに入力ミスが防止され、信
頼性の高いデータが蓄積される。
【００１３】また、カードから読み取られたデータと共
に、読み取りの日時を関連付けて蓄積することにより、
使用履歴が自動的に蓄積される。したがって、電子内視
鏡を使用する毎に、手書きによるノートへの記入といっ
た手作業が回避される。
【００１４】また、蓄積された使用履歴を外部のコンピ
ュータ装置に転送することにより、コンピュータ装置に
備えられたアプリケーションを利用し、データベース化
や自由なレイアウトによるプリントアウトが可能であ
る。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は本発明に係る第１実施形態
が適用される電子内視鏡システムのブロック図である。
電子スコープ１０は患者の体内に挿入される可撓性導管
（可撓管）１１を有する。可撓管１１の先端側には対物
光学系とＣＣＤイメージセンサを備える撮像センサ１１
０が設けられる。スコープ１０内にはライトガイド１１
１が挿通されており、その出射端は可撓管１１の先端ま
で延びている。スコープ１０の操作部１２には、送気・
送水ボタン等の各種操作ボタンが設けられる。スコープ
１０はコネクタ１３を介して画像処理プロセッサ２０
（画像信号処理ユニット）に着脱自在に接続される。制
御部１４はコネクタ１３と一体的に設けられ、ケーブル
を介して操作部１２に接続される。
【００１６】制御部１４に設けられるコード読み取りユ
ニット１４０は、医療機関が各ドクターに支給するネー
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ムプレートやＩＤカードに印刷された、ドクター名を表
す２次元コード（２次元データシンボル）を読み取るた
めのユニットである。コード読み取りユニット１４０に
より読み取られる２次元データはデータ処理ブロック１
４１に入力され、所定の処理が施される。２次元データ
の処理については後述する。キーボード１４２はキーボ
ード接続コネクタ１４３を介して制御部１４に接続され
ている。データ処理ブロック１４１とキーボード接続コ
ネクタ１４３は入力切替スイッチ（ＳＷ）１４４に接続
され、入力切替ＳＷ１４４はデータ出力コネクタ１４
８、画像処理プロセッサ２０のキーボード接続コネクタ
２４を介してシステムコントローラ２１に接続されてい
る。
【００１７】また、制御部１４内には撮像センサ１１０
のＣＣＤイメージセンサにより得られる画像情報が格納
されるイメージバッファ１４５が設けられる。イメージ
バッファ１４５とデータ処理ブロック１４１は画像切替
スイッチ（ＳＷ）１４６に接続される。
【００１８】画像処理プロセッサ２０のシステムコント
ローラ２１は電子内視鏡を全体的に制御するマイクロコ
ンピュータである。即ち、システムコントローラ２１は
中央処理ユニット（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行す
るためのプログラムや常数等を格納する読み出し専用メ
モリ（ＲＯＭ）、データ等を一時的に格納する書込み／
読出し自在なメモリ（ＲＡＭ）から成る。
【００１９】電子スコープ１０を画像処理プロセッサ２
０に接続すると画像切替ＳＷ１４６は画像処理プロセッ
サ２０の映像信号処理回路２２に接続される。また、ラ
イトガイド１１１の入射端は画像処理プロセッサ２０内
に設けられたキセノンランプあるいはハロゲンランプ等
の白色光源（ランプ）を備える光源部２３に光学的に接
続される。ライトガイド１１１の入射端と光源部２３の
間には、光源部２３のランプから射出されライトガイド
１１１の入射端に入射する光束の光量を調節するための
絞り（図示せず）、及びランプの射出光をライトガイド
１１１の入射端に集光させるための集光レンズ（図示せ
ず）が介在させられている。
【００２０】画像処理プロセッサ２０には種々の表示灯
やパネルボタンを備えるフロントパネル（図示せず）が
設けられる。フロントパネルの点灯スイッチ（図示せ
ず）の操作に応じてシステムコントローラ２１は光源部
２３のランプ電源回路（図示せず）に制御信号を出力す
る。システムコントローラ２１からの制御信号に従い、
ランプ電源回路から光源部２３のランプへの給電が適宜
制御される。
【００２１】さらに、光源部２３において上述のランプ
の光射出側には回転式ＲＧＢカラーフィルタ（図示せ
ず）が介在させられる。回転式ＲＧＢカラーフィルタ
は、円板状の支持部材の周方向に所定の間隔をおいて設
けられる赤色（Ｒ）フィルタ、緑色（Ｇ）フィルタ、青
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色（Ｂ）フィルタを有し，サーボモータあるいはステッ
ピングモータ等の駆動モータにより回転させられる。
【００２２】回転式ＲＧＢカラーフィルタが回転させら
れると、ライトガイド１１１の出射端の端面から赤色
光、緑色光及び青色光が順次射出させられて、被観察体
は赤色光、緑色光及び青色光により順次照明され、その
各色の照明光下での光学的被観察体像が撮像センサ１１
０の対物光学系によってＣＣＤイメージセンサの受光面
に順次結像させられる。撮像センサ１１０はそのＣＣＤ
イメージセンサの受光面に結像された各色の光学的被観
察体像を１フレーム分のアナログ画素信号に光電変換
し、その各色の１フレーム分のアナログ画素信号は撮像
センサ１１０から順次読み出される。このような面順次
撮像方式に基づく撮像センサ１１０からのアナログ画素
信号の読み出しは、操作部１２または制御部１４に設け
られるＣＣＤドライバ（図示せず）によって行なわれ
る。
【００２３】撮像センサ１１０から出力されるＲ、Ｇ、
Ｂの各色の１フレーム分のアナログ画素信号はイメージ
バッファ１４５に格納された後、画像切替ＳＷ１４６を
介して映像信号処理回路２２に入力される。映像信号処
理回路２２で所定の画像処理が施され、カラーアナログ
ビデオ信号が生成され、ＴＶモニタ３０に送られる。Ｔ
Ｖモニタ３０で光学的被観察体像がカラー画像として再
現される。尚、映像信号処理回路２２における画像処理
は公知の技術であるため説明は省略する。
【００２４】制御部１４のデータ処理ブロック１４１は
シリアル通信コネクタ１４７を介してパーソナルコンピ
ュータシステム４０の本体４１に接続される。本体４１
にはデータ表示のためのモニタ４２、コマンド入力のた
めのキーボード４３が接続される。
【００２５】図２は、データ処理ブロック１４１を中心
に制御部１４の構成を詳細に示すブロック図である。シ
ステムコントローラ１５０は制御部１４を全体的に制御
する、システムコントローラ２１と同様のマイクロコン
ピュータである。
【００２６】ＯＳＤ（on screen display）回路１５１
はビデオ信号に文字をスーパーインポーズする公知の回
路であり、本実施形態においては、「ドクター名を入力
してください」というメッセージ文字列が格納されたメ
モリ（図示せず）を備える。画像切替ＳＷ１４６にはイ
メージバッファ１４５とＯＳＤ回路１５１が接続され
る。画像切替ＳＷ１４６はシステムコントローラ１５０
からの制御信号に基づいて制御される。その結果、撮像
センサ１１０から出力されイメージバッファ１４５を介
して入力される患者の体内の画像情報とＯＳＤ回路１５
１から出力される上述のメッセージ文字列のいずれかが
選択され、画像処理プロセッサ２０の映像信号処理回路
２２（図１参照）に出力される。
【００２７】コード読み取りユニット１４０は、一対の
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ＬＥＤ（light emitting diode）１５２と撮像センサ１
５３を備える。ＬＥＤ１５２はＬＥＤドライバ１５４を
介してシステムコントローラ１５０に接続され、システ
ムコントローラ１５０からの制御信号に基づいてＬＥＤ
ドライバ１５４からＬＥＤ１５２の駆動信号が出力さ
れ、ＬＥＤ１５２が点灯する。その結果、コード読み取
りユニット１４０の近傍に位置付けられる２次元コード
に照明光が照射される。撮像センサ１５３は対物レンズ
とＣＣＤイメージセンサを備えており、２次元コードを
含む所定領域からの反射光がＣＣＤイメージセンサの受
光領域に結像される。
【００２８】図３は、コード読み取りユニット１４０を
模式的に示す一部断面図である。制御部１４の側面の一
部に設けられたカードホルダ１６０にはスロット１６０
Ａが形成される。スロット１６０Ａの底部近傍にはカー
ド若しくはプレートが挿入されたことを検知するための
検知ボタン１６１が配設されている。検知ボタン１６１
は制御部１４内の読み取りスイッチ（ＳＷ）１６２に接
続されており、読み取りＳＷ１６２は制御部１４のシス
テムコントローラ１５０（図２参照）に接続されてい
る。
【００２９】スロット１６０Ａの開口部からカード１７
０が差し入れられ、矢印方向へ挿入され、カード１７０
により検知ボタン１６１が押されると、読み取りＳＷ１
６２がオンし、２次元コードを読み取り開始を示す制御
信号が制御部１４のシステムコントローラ１５０に入力
される。この制御信号がシステムコントローラ１５０に
入力されると、システムコントローラ１５０からＬＥＤ
ドライバ１５４および撮像センサ１５３のＣＣＤイメー
ジセンサを駆動するためのＣＣＤドライバ（図示せず）
にそれぞれＬＥＤ１５２を駆動する制御信号、ＣＣＤイ
メージセンサを駆動する制御信号が出力される。システ
ムコントローラ１５０の制御信号に基づいてＬＥＤドラ
イバ１５４からＬＥＤ１５２に駆動電流が供給されＬＥ
Ｄ１５２が点灯し、カード１７０の表面上の２次元コー
ド１７０Ｃが形成された領域を含む所定の領域に照明光
が照射される。
【００３０】図２を再び参照すると、撮像センサ１５３
のＣＣＤイメージセンサにより光電変換される画像信号
はイメージバッファ１５５を介して映像処理部１５６に
入力され、２次元コード１７０Ｃの読み取りが実行され
る。映像処理部１５６により読み取られた２次元コード
１７０Ｃが表すドクター名は、システムコントローラ１
５０の制御に基づいてメモリ１５７に格納される。尚、
映像処理部１５６における２次元コードの読み取り処理
については後述する。
【００３１】システムコントローラ１５０には、カレン
ダ付時計１５８が接続されている。カレンダ付時計１５
８から得られる２次元コードの読み取りを行なった時の
日付および時刻は、映像処理部１５６の処理により得ら
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7
れるドクター名情報と関連付けられ、履歴情報としてメ
モリ１５７に格納される。
【００３２】モード切換ボタン１５９は、コード読み取
りユニット１４０によるドクター名の読み取りが実行さ
れ、メモリ１５７に格納されるモード（データ蓄積モー
ド）と、メモリ１５７に格納された履歴情報をコンピュ
ータシステム４０（図１参照）に転送するモード（デー
タ転送モード）とを選択するためのボタンである。操作
者のモード切換ボタン１５９の操作に応じてデータ転送
モードが選択されると、メモリ１５７に蓄積された履歴
情報はシステムコントローラ１５０からシリアル通信コ
ネクタ１４７を介してコンピュータシステム４０の本体
４１に転送される。
【００３３】コンピュータシステム４０に転送された履
歴情報は、本体４１にインストールされているデータ処
理のアプリケーションを用いることにより、モニタ４２
における画面表示、プリントアウト等が実行可能であ
る。さらに、コンピュータシステム４０を例えば医療機
関のＬＡＮ（local area network）に接続することによ
り、履歴情報の遠隔操作が可能となる。
【００３４】図４は、電源投入後の処理手順を示すフロ
ーチャートである。画像処理プロセッサ２０に電源が投
入されると、ステップＳ１００において経過時間を計測
するためのタイマカウンタがクリアされる。次いで、ス
テップＳ１０２において、モード切換ボタン１５９が押
されているか否かがチェックされる。モード切換ボタン
１５９が押されていない場合、ステップＳ１０４へ進
み、データ蓄積処理ルーチンが実行される。一方、モー
ド切換ボタン１５９が押されていることが確認されたら
ステップＳ１０６へ進み、タイマカウンタがインクリメ
ントされる。ステップＳ１０８で、タイマカウンタのカ
レント値が「１秒」を超えているかチェックされ、「１
秒」を超えていない場合はステップＳ１０２へ戻り、超
えている場合はステップＳ１１０へ進み、データ転送処
理ルーチンが実行される。
【００３５】すなわち、画像処理プロセッサ２０の電源
投入と同時にモード切換ボタン１５９を１秒以上押しつ
づけると、データ転送モードとなり、電源投入時、モー
ド切換ボタン１５９を押さないとデータ蓄積モードとな
る。
【００３６】図５は、データ蓄積ルーチンの処理手順を
示すフローチャートである。図４のステップＳ１０４で
本ルーチンがコールされると、ステップＳ２００におい
て入力切替ＳＷ１４４（図２参照）がキーボード接続コ
ネクタ１４３側に切替えられ、キーボード１４２は画像
処理プロセッサ２０のシステムコントローラ２１に接続
される。したがって、ＴＶモニタ３０に再現される画像
の微調整等のコマンド入力、あるいは文字情報の入力が
キーボード１４２から可能となる。次いでステップＳ２
０２において、画像切替ＳＷ１４６がＯＳＤ回路１５１
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側に切替えられる。画像切替ＳＷ１４６がＯＳＤ回路１
５１側に切替えられると、ＯＳＤ回路１５１から「ドク
ター名を入力してください」という文字列のイメージデ
ータが画像切替ＳＷ１４６を介して画像処理プロセッサ
２０へ伝送される。このイメージデータは画像処理プロ
セッサ２０の映像信号処理回路２２を経てＴＶモニタ３
０へ伝送され、操作者にドクター名の入力を促すメッセ
ージとしてＴＶモニタ３０の画面上に表示される。
【００３７】次いでステップＳ２０４において、ドクタ
ー名をシンボル化した２次元コード１７０Ｃが印刷され
たカード１７０がコード読み取りユニット１４０のスロ
ット１６０Ａに挿入され、カード１７０によりボタン１
６１が押され、読み取りＳＷ１６２がオンしたか否かが
チェックされる。すなわち、コード読み取りユニット１
４０のＬＥＤ１５２、撮像センサ１５３が駆動され、２
次元コード１７０Ｃが読み取り可能状態にあるかチェッ
クされる。読み取りＳＷ１６２がオンの場合、ステップ
Ｓ２０６へ進み、２次元コードの読み取りルーチンがコ
ールされる。
【００３８】図７は、２次元コードの読み取りルーチン
の処理手順を示すフローチャートである。上述のように
コード読み取りユニット１４０のＬＥＤ１５２および撮
像センサ１５３が駆動されると、撮像センサ１５３のＣ
ＣＤイメージセンサにより２次元コード１７０Ｃを含む
カード１７０の表面の所定領域の光学像が光電変換さ
れ、画像情報が出力される（ステップＳ３００）。
【００３９】次いでステップＳ３０２において、光電変
換された画像情報はイメージバッファ１５５を介して映
像処理部１５６のメモリに格納される。ステップＳ３０
４において画像情報はメモリから読み出され、映像処理
部１５６で２値化処理が施される。すなわち、１フレー
ム分の画像情報の各画素の輝度レベルが閾値と比較され
る、２値化データが作成される。
【００４０】次いでステップＳ３０６へ進み、２値化デ
ータに基づいてシンボル切り出し処理が行なわれる。２
次元コードは、正方形の領域内に白黒のモザイクパター
ンが所定のオーダのマトリックスで配列されている。モ
ザイクパターンはドクター名に応じて形成され、誤り訂
正処理が施されている。モザイクパターンは連続した黒
色のパターン（境界パターン）で囲まれている。境界パ
ターンは正方形であるモザイクパターンの四辺、もしく
は垂直に交差する２辺に接するよう形成される。ステッ
プＳ３０６のシンボル切り出し処理においては、この境
界パターンを認識し、境界パターンにより他の領域から
識別されるモザイクパターン部分が抽出される。
【００４１】ステップＳ３０６で切り出されたモザイク
パターンのデコード処理がステップＳ３０８で行なわ
れ、ステップＳ３１０においてデコードの処理結果がリ
ターンされ、本ルーチンは終了し、制御は図５のステッ
プＳ２０６へ戻る。
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【００４２】２次元コード読み取りルーチンが終了し制
御がステップＳ２０６へ戻ると、ステップＳ２０８にお
いてデコード結果が確認される。デコード結果が失敗の
場合、ステップＳ２１０へ進みエラー表示処理が行なわ
れる。エラー表示はステップＳ２０２におけるドクター
名入力を促すメッセージの表示処理と同様に行なわれ
る。すなわち、ＯＳＤ回路１５１のメモリに格納されて
いるエラーメッセージのイメージデータが読み出され、
画像切替ＳＷ１４６を介して画像処理プロセッサ２０へ
伝送され、映像信号処理部２２を介してＴＶモニタ３０
に送られ、ＴＶモニタ３０の画面上にエラーメッセージ
として表示される。一方、デコード結果が成功の場合、
ステップＳ２１２へ進み、デコードの結果得られたドク
ター名情報が、カレンダ付時計１５８から読み込まれる
現時点の日付と時刻に関するデータと関連付けてメモリ
１５７に格納される。
【００４３】次いでステップＳ２１４において入力切替
ＳＷ１４４がシステムコントローラ１５０側に切替えら
れる。ステップＳ２１６においてメモリ１５７からドク
ター名情報が読み出され、入力切替ＳＷ１４４を介して
画像処理プロセッサ２０に出力される。
【００４４】ステップＳ２１８において、入力切替ＳＷ
１４４は再びキーボード１４２側に切替えられ、次いで
ステップＳ２２０において、画像切替ＳＷ１４６がイメ
ージバッファ１４５側に切替えられる。以降、撮像セン
サ１１０から得られる体内の映像が画像切替えＳＷ１４
６を介して画像処理プロセッサ２０の映像信号処理回路
２２に入力され、所定の画像処理が施された後、ＴＶモ
ニタ３０へ伝送され体内の映像が再現される。以上でド
クター名の表示処理は完了するが、画像処理プロセッサ
２０の電源が切られるまで、ステップＳ２２２～Ｓ２３
４までの処理が所定の周期で繰り返し実行される。
【００４５】ステップＳ２２２～Ｓ２３４までの処理は
ステップＳ２０４からＳ２２０までの処理と略同様であ
る。ステップＳ２２２で読み取りＳＷ１６２がオンして
いるかチェックされ、オンしていればステップＳ２２４
でステップＳ２０６と同様に２次元コードの読み取り処
理が行なわれる。Ｓ２２６でデコード結果が成功である
と確認されたら、ステップＳ２３０へ進み、入力切替Ｓ
Ｗ１４４がシステムコントローラ１５０側へ切替えら
れ、ステップＳ２３２でドクター名情報が画像処理プロ
セッサ２０へ出力される。ステップＳ２３４で入力切替
ＳＷ１４４が再びキーボード１４２側へ切替えられた
後、ステップＳ２２２へ戻る。尚、カード１７０が引き
続きコード読み取りユニット１４０のスロット１６０Ａ
に挿入されている場合、ステップＳ２２４でデコードさ
れるドクター名情報はステップＳ２０６でデコードされ
るドクター名情報と同一であるため、メモリ１５７へは
格納されない。
【００４６】以上のように、画像処理プロセッサ２０の*
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*電源投入後、データ蓄積モードとなった場合、電源が切
られるまで読み取りＳＷ１６２の確認処理が所定の周期
で繰り返し実行される。
【００４７】図８は、図４のステップＳ１１０でコール
されるデータ転送ルーチンの処理手順を示すフローチャ
ートである。ステップＳ４００において、メモリ１５７
の先頭アドレスがアクセスされる。ステップＳ４０２で
カレントのアドレスに格納されているデータが読み出さ
れる。読み出されたデータはステップＳ４０４において
シリアル通信コネクタ１４７を介してコンピュータシス
テム４０の本体４１へシリアル通信により転送される。
ステップＳ４０６でアドレス値がインクリメントされ、
ステップＳ４０８においてインクリメントされたアドレ
ス値がメモリ１５７の最終アドレスを越えているか否か
がチェックされる。最終アドレスに到達していない場
合、ステップＳ４０２へ戻り、以降の処理が実行され
る。ステップＳ４０８でインクリメントされたアドレス
値がメモリ１５７の最終アドレスに達しており、メモリ
１５７内に格納されている全データが読み出されたこと
が確認されたらステップＳ４０２～Ｓ４０８までのルー
プ処理を抜け、データ転送ルーチンは終了する。
【００４８】尚、本実施形態はカードの表面に印刷され
る２次元コードをコード読み取りユニット１４０で読み
取ることにより、ドクター名を取得しているがこれに限
るものではない。たとえば、磁気データの読み取りを行
なうカードリーダを制御部１４に備え、各ドクターが所
有するＩＤカードに磁気データとして記録されるドクタ
ー名を読み取る構成としてもよい。
【００４９】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、電子内
視鏡を操作するドクター名やその使用履歴が自動的に記
録される。したがって、使用者の負担が軽減されると共
に、記録ミスや記録忘れが回避され信頼性の高い履歴情
報が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る実施形態が適用される電子内視鏡
システムのシステム構成を示すブロック図である。
【図２】操作部とコネクタとを接続する接続部内のシス
テム構成を示すブロック図である。
【図３】カード読み取りユニットの構成を拡大して模式
的に示す図である。
【図４】画像信号処理ユニットに電源が投入された直後
の接続部における処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図５】データ蓄積処理ルーチンの前半の処理手順を示
すフローチャートである。
【図６】データ蓄積処理ルーチンの後半の処理手順を示
すフローチャートである。
【図７】２次元コードの読み取りの処理手順を示すフロ
ーチャートである。
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【図８】データ転送処理ルーチンの処理手順を示すフロ
ーチャートである。
【符号の説明】
１０  電子スコープ
１１  可撓性導管
１２  操作部
１３  コネクタ
１４  制御部
２０  画像信号処理ユニット
２１  システムコントローラ
２２  映像信号処理回路
２３  光源部 *
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*３０  ＴＶモニタ
４０  コンピュータシステム
４１  本体
４２  モニタ
４３  キーボード
１５０  システムコントローラ
１５１  ＯＳＤ回路
１５２  ＬＥＤ
１５３  撮像センサ
１５８  カレンダ付時計
１６０  カード挿入部

【図１】 【図３】

【図４】
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【図８】
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代理人(译) 松浦 孝

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：简化操作员姓名和电子示波器使用历史的输入。 卡读取单
元140包括LED 152，图像传感器153和卡保持器160。 当将卡170插入
卡保持器160中并且按下读取按钮161时，读取SW 162接通，并且用于
开始读取二维数据符号的控制信号被输入到控制单元14的系统控制器。 
系统控制器输出控制信号，该控制信号驱动LED 152的CCD图像传感器
和图像传感器153。 结果，读取与形成在卡170上的医生姓名相对应的二
维数据符号170C，并获得医生姓名。 医生名称与从连接到系统控制器的
日历时钟获得的当前日期和时间信息相关联地存储在存储器中。
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